
　買うならどの銘柄？　

日本M&Aセンター
M&Aキャピタル

ストライク



出典：ダイヤモンド、Google

https://diamond.jp/list/feature/p-nihon-ma2023


M&A仲介業者の役割

出典：日本M&Aセンター 有価証券報告書

https://www.nihon-ma.co.jp/ir/pdf/220624_report.pdf


主要３社業績比較



３社ともに大きく成長

出典：マネックス証券、ダイヤモンド

https://diamond.jp/articles/-/316758?page=2


投資指標

日本M&Aセンター M&Aキャピタル ストライク

設立年 1991年 2005年 1997年

時価総額 4,339億円 1,282億円 780億円

PER 33.8倍 21.4倍 21.4倍

PBR 8.24倍 3.96倍 7.03倍

ROE 24.0% 23.5% 29.2%

平均年収 約1,200万円 約3,000万円 約1,400万円

従業員数 972人 229人 220人

出典：マネックス証券（2023年2月9日時点）



各社の特徴

日本M&Aセンター M&Aキャピタル ストライク

● 業界の老舗で王者

● 金融機関や会計事務所と
のネットワークを形成

● 「営業」が強み
⇔ 不適切会計

● 社員は玉石混交

● ３社の中では新参

● 案件は直接受託が多い
⇔「仕組み化」は弱い

● 最高水準の給与
（年収3,000万円）

● グローバル・大型案件
⇔ 業績変動が大きい

● 「投資銀行化」を目指す

● M&AオンラインやWebを介
した案件紹介に注力

● ネットワークはあるが、M&A
センターに劣後

● 従業員数は伸びているが、
力はあるか？



業界のリスク

● 競争激化リスク

○ 中小企業のM&A仲介の参入障壁は低い

○ 現にコンサルティング会社や金融機関、スタートアップが続々参入

○ 「着手金無料」など、価格競争も進む

● 規制リスク

○ 「両手」で手数料を取ることを問題視（中小企業庁）

● 人材獲得リスク

○ 最後は「人」がいないと案件が成立しない

○ 優秀な人材の確保が成長には絶対条件

○ やがてM&A仲介のM&Aも…



彗星のごとく現れた「M&A総合研究所」

AIマッチング／DXによる案件効率化／完全成功報酬

出典：マネックス証券



私が選ぶなら…

M&Aキャピタルパートナーズ

 理由１ 　直接受託が多い → 案件の差別化

 理由２ 　給与水準が高い → 優秀な人材が集まる

 理由３ 　大型・クロスボーダー → 競争激化を避ける



新刊発売とYouTubeライブのお知らせ

新刊発売記念！YouTubeライブ

2023年2月18日（土）14:00-16:00

”企業分析のやり方教えます”
企業分析のリクエスト受け付けます！

※参加したい方はチャンネル登録をお忘れなく！


